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2/16～ 2/18に か :サ て猫の手の活動ありがとうござしヽ旗した。

選 {な りましたが 2民 の曲仕事の写真をお選 りします。

今回 1月 ∫ま、猫の手の管さんにメilっ てしヽただしヽた体耕藝や荒れ地の刈 :プ 草を集め圏国

1遍運び敷き均すともヽつ大変な仕事でした。

私の地鐘のお米 iま敷地業としヽって寿司米よして知らヽれています。替から重』薫を圏圃に

鍾込み稿を育ててきたこと:こ より羹昧 ししヽお米になつたのでiま と言われてしヽます。

曲革をメ11り 、集め、運び、敷き均すのは大変な仕事で現在で1よほとんどやられてしヽま

せん。我が家位な=[)の です。1整の手傷皆さん仰斃陰でその大変な仕事をこなすことがで

きてしヽます。ありが先しヽことです。

2/161ま隣家の鈴木丑雄さんの裏の畑 (10a)と をこに隣接 してしヽる我が家の段々畑、通

称爵ザ (7.5傘 )総メ1、|り 草の集草でし亀。

2.=:デ |ま 16議 にやりおおせなかった量雄さんの裏と覇ザの集草、その集めた草を我が

家勢家圏命圏圃 (30a)へ運搬、敷き均し、それと我が家の体耕圏、通称桶ヶ沢 (13a)の 集

革をやつてしヽただきま尋た。

最終議の 2/18:よ家露の圏園へ米議の散布、数が家で1ま構輩して出た米構をすべて土

壌還売しています。それと昨選運んでしヽただき家闘の醸圃の,去面に集積した草の敷き均

し、さら1=葬 鰯集草しヽただな,ゝ な桶ヶ沢の草:を 家翼の翼艤へ還んでι・ヽただきましたヮ

今回の作業:よ大変な作業で 1月 に1蚤我をされた原露さんも怪我を押 して参力衝くださり、

大きな仕事をしていただきました。ありがたしヽことです。今回1よ人数が少なかつたこと

も姦り草の処理が残つてしまい、皆さんの御配慮で 3月 にもう一回、臨時の作業日程を

組んでしヽただきま i′ た。したがつて 3月 に1ま 2回山仕事に来てしヽただくこと,こ なります。

とでも 1人で|ま やりおおせない仕事ですのでありがたく感激の種みです。

そして、今回も皆さんよりたくさんの差入を頂きま嚢た。

C義 拷ン農家の減澤崚昇さんより、1ま・5みの麟なだしを顧ンテナ i杯覆きました。農作

業砕含間の水分補総、本当に助かりました。

○内曲美智子さんより、またまたおしヽししヽお饉頭を麓送 りしヽただきました。私の人好物

で饉理お送 りしヽただき恐縮の糧みです。

◇水蓬の守麗千づるさんより沢幽の水蓬料理を、まるでお正月が飛たようなおボ斗理でし

た。お重箱に入つたコンニャク Sニ ンジン Rゴボ十 日大根・手作 り重腐 廊椎茸・昆布の

お煮じめ (熊谷さん)、 手作り豆腐 (守麗 “幸谷さん)、 おから炒り(:熊谷さん)、 飯圏カプ

業の潰物 (守屋さん)、 議ンニャクの油炒り(守屋さん)、 それから私の大好物のオハギ (あ

んこ趨きな粉あん入り毬きな粉)(守屋さん)を いっぱしヽ、それに米麹の甘)酉 も (守屋さん)、

豪撃な水窪料理の数々 .、 過分なご配慮恐縄の種みです。

普さんの猫舎手へのお気遣しヽ:量 感謝です。

令和 4年 盆月22圏

鈴木厚正様

鈴木正士

ょ鬱
電 √



遺俸 令薫薄4年 2月 22購

今回 iま 仕事量が多く集草 した草の運搬、敷き均 しが残ってしまいましたが、次の目

2/19の午前申、轟町の久米真弓さんと竹申売三恵露さ々が 3月 :よ国が多ιl藝で藝図や革が

ぬれると大変だからとも`って動っ人1還駆け付けてくださも憾iは た。

竹申さんのパワー lますごく久米さんも圏一杯頑張ってくださり、残った仕事の半分以

上が片付き、おか !ずで草もぬれずブルーシー トも回収でき随分気持ちが楽になりました。

厚正さんを1ま じめ、猫鋳手命管さんのパワー:ま本当!■すごしヽです。みんな素晴らしい

仲間でこのような皆さんとご一緒させていただくこと|よ .`私 にとって何よりの宝物です。

昴|1添写真のとおり

進伸の追イ申 令和 4年 2月 20理
我が家裏山の敷地川への確]本処理の件

次国嚇I議の手の山仕事 |ま 3/16～ 18で すが 2/′ 鶴 に久米 憲竹中さんのお力でメ11り 草の運

搬・敷き均しの残りが軽 トラ 2杯分くらt′ 1ヽこ なり余裕ができました。余裕のできた時間

について|よ、かねてより予定 してしヽた我が家裏山の敷地」11へ の倒本処理をお願しヽしよう

と思つてし`たのですが、そのi到本処理 :こ つしヽて、静聞県の袋井圭本事務所の1衣頼で一昨

日2/21か ら倒本処理の業者さんが入ってくださり手際よく片付けてくださしヽました。

敷地用に|よ 、各所に倒本があり我が家の分|ま猫働手の皆さんのお力をお1警 りし自家処

理機予童
‐
ごしたがおか Iザで勁島`しジました。袋井主本事務所に感謝です。

制本礫状況 処 理 技

そんな訳で、思わぬこと:こ予定しても`た仕事が片付いてしましヽました。

そこで厚正さんや猫の手φ皆さんにお願いですが、以前 3年前の台風で倒れた財産区

との境婁の通称タチバナ 3yク リの制木処理が途中すこなっており懸案となっています。そ

こで、3/1峯～18メ|!り 草鋼 の余った時間、それ :こ臨時で来てしヽただくことになつてしヽま

す 3/27～ 29につしヽて、懸案のタチバナツクリの像ll木処理にお力をおイ昔りできたらと思

つてし`ます。塞舎婁し`議ですがよらなく総轟もヽします。

餃鸞

お饉電t


